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ヤマセ成分の分離

有効温度 ヤマセ

全日有効積算温度

ヤマセ有効積算温度






有効温度/有効積算温度 effective heat unit / effective heat unit summation

𝑨𝑬𝑯𝑼𝑺
𝒀𝑬𝑯𝑼𝑺

=

𝒋

𝑯 ഥ𝑻𝒋 − 𝑻𝒋𝒄 ഥ𝑻𝒋 − 𝑻𝒋𝒄 [℃・Days] (3 − 1)

A𝐄𝐇𝐔𝐒 全日有効積算温度 (all-day EHUS)
YEHUS ヤマセ有効積算温度（当日の累積ヤマセ吹走時間が60[分/日]以上が対象）

ഥ𝑻𝒋 通日 j番目の平均温度 （計測値）

平均温度：（全日）当日の最高気温と最低気温の平均
（ヤマセ）当日のヤマセ吹走時間帯の中での最高気温と最低気温の平均

𝑻𝒋𝒄 通日 𝒋 番目の有効下限温度 [☆３段階の決定過程]

（①該当年のヤマセ吹走時間が50分以下の日の気温を平均し、
②回帰モデル式を作り、③その値の半分の値）

𝑯 ヘビサイド関数

𝑯 ഥ𝑻𝒋 − 𝑻𝒋𝒄 = 0     for ഥ𝑻𝒄 < 𝑻𝒋𝒄
𝑯 ഥ𝑻𝒋 − 𝑻𝒋𝒄 = 1     for ഥ𝑻𝒄 ≧ 𝑻𝒋𝒄
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有効温度

（3－2)
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月別の全日・ヤマセ有効温度平均値
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2021年 全日有効温度平均値 高温期が 7月に移動。イネの生育が早い。
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2019,2020,2021年 ( N:200-240, 7月19日-8月28日) 41日間有効温度の散布図 （出穂期含む）
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ヤマセ吹走の特異日

年別の有効温度の散布図

2019，2020,2021年 出穂期を含む41日間
( N:200-240, 7月19日-8月28日) 
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2021年 出穂期 ( N:200-240, 7月19日-8月28日) 41日間

2021
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ヤマセ出現マップとの比較

特異日の期間
N:221-232

GREL
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625[℃・days]

共通仮定
AEHUS

140 160 180 200 220 240 260 280 

2021

140(5月20日)
211（7月30日)

156(6月5日)

223(8月11日)

221～232 413[℃・days]

(295～310:10/22～11/6)

300 N

多数

少数１

166(6月15日)
232(8月20日) (296～303:10/23～10/30)

413[℃・days]超

271（9月28日)

少数２

150 170 

田植え最盛期 出穂最盛期 稲刈り最盛期

稲作主要期のタイムチャート

不稔

特異日
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